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全
国
で
多
発
し
て
い
る
「
特
殊
詐

欺
」。
詐
欺
被
害
か
ら
身
を
守
る
の
は
、

他
の
誰
で
も
な
く
自
分
自
身
で
す
。
詐

欺
の
電
話
な
ど
は
い
つ
自
分
に
く
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。「
自
分
は
絶
対
に
引
っ

か
か
ら
な
い
か
ら
大
丈
夫
」
で
は
な
く
、

手
口
や
だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
の
予
防
策

な
ど
を
知
り
、
常
に
危
機
感
を
持
つ
こ

と
が
大
切
で
す
。
今
回
の
特
集
で
は
、

特
殊
詐
欺
に
つ
い
て
知
る
た
め
に
、
手

口
や
予
防
策
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。

横
行
す
る
特
殊
詐
欺

　

特
殊
詐
欺
と
は
、
被
害
者
に
電
話
を

か
け
る
な
ど
し
て
対
面
す
る
こ
と
な
く

信
用
さ
せ
、
指
定
し
た
預
貯
金
口
座
へ

の
振
り
込
み
や
そ
の
他
の
方
法
で
、
不

特
定
多
数
の
人
か
ら
現
金
等
を
だ
ま
し

取
る
犯
罪
（
現
金
等
を
脅
し
取
る
恐
喝

お
よ
び
隙
を
見
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

な
ど
を
盗
む
窃
盗
を
含
む
）
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。主
に「
振
り
込
め
詐
欺
」（
オ

レ
オ
レ
詐
欺
・
架
空
請
求
詐
欺
・
融
資

保
証
金
詐
欺
・
還
付
金
詐
欺
）
と
「
振

り
込
め
詐
欺
以
外
の
特
殊
詐
欺
」（
金

融
商
品
等
取
引
名
目
詐
欺
・
ギ
ャ
ン
ブ

ル
必
勝
法
情
報
提
供
名
目
詐
欺
・
異
性

と
の
交
際
あ
っ
せ
ん
名
目
詐
欺
な
ど
）

に
分
け
ら
れ
ま
す
。

特
殊
詐
欺
の
被
害

　

平
成
30
年
の
全
国
の
特
殊
詐
欺
被
害

の
状
況
は
、
被
害
総
額
が
約
３
６
４
億

円
と
、
毎
日
約
1
億
円
が
ど
こ
か
で
だ

ま
し
取
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
年
の
1
月
か
ら
8
月
の
状
況
を
見
て

も
、
認
知
件
数
が
約
1
万
１
０
０
件
、

被
害
総
額
が
約
２
０
０
億
円
と
、
去
年

と
同
じ
程
度
の
数
値
で
被
害
が
発
生
し

て
い
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
の
全
国
の
特
殊
詐
欺
被
害

内
訳
を
見
る
と
、「
振
り
込
め
詐
欺
」

が
被
害
額
約
３
５
６
億
２
０
７
万
円

（
97
・
9
％
）、
認
知
件
数
1
万
６
３
１

４
件
、「
振
り
込
め
詐
欺
以
外
の
特
殊

詐
欺
」
が
被
害
額
約
7
億
９
１
８
８
万

円
（
2
・
1
％
）、
認
知
件
数
１
８
２

件
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
振
り
込
め
詐

欺
」の
中
で
も
、特
に「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」

と
「
架
空
請
求
詐
欺
」
の
被
害
が
全
体

の
約
9
割
と
圧
倒
的
に
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
。
被
害
額
、
認
知
件
数
と
も
に

昨
年
よ
り
も
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
ど

ち
ら
も
高
水
準
で
推
移
し
て
お
り
、
依

然
と
し
て
深
刻
な
状
況
で
す
。

　

ま
た
、
あ
く
ま
で
も
こ
れ
ら
の
数
値

は
警
察
が
把
握
し
て
い
る
件
数
に
過
ぎ

ま
せ
ん
。
詐
欺
の
被
害
に
遭
っ
た
こ
と

を
誰
に
も
言
え
ず
、
泣
き
寝
入
り
し
て

し
ま
う
ケ
ー
ス
が
あ
る
な
ど
、
実
際
は

こ
の
数
値
以
上
に
被
害
が
出
て
い
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

市
内
で
の
詐
欺
被
害
状
況

　

え
び
の
警
察
署
で
は
、
平
成
30
年
に

被
害
届
を
2
件
受
理
し
て
い
ま
す
が
、

今
年
は
現
時
点
ま
で
被
害
届
を
受
理
し

て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
詐
欺
に
関
し

て
の
相
談
は
多
く
、
そ
の
中
で
も
、「
コ

ン
ビ
ニ
な
ど
で
電
子
マ
ネ
ー
な
ど
を
購

入
さ
せ
る
よ
う
な
手
口
」
や
「
高
額
当

選
し
た
と
い
う
よ
う
な
メ
ー
ル
な
ど
が

届
い
た
後
、
電
話
が
か
か
っ
て
く
る
よ

う
な
手
口
」
の
架
空
請
求
詐
欺
が
横
行

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
対
象
の
多

数
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
。

女
性
の
高
齢
者
は
要
注
意

　

平
成
30
年
の
特
殊
詐
欺
の
被
害
年

齢
・
性
別
の
割
合
を
見
る
と
、
約
8
割

が
女
性
で
、
そ
の
中
で
も
70
歳
以
上
が

約
6
割
と
、
全
体
の
半
数
以
上
を
占
め

て
い
ま
す
。
特
に
オ
レ
オ
レ
詐
欺
は
、

女
性
の
高
齢
者
を
標
的
に
、
金
銭
を
要

求
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
だ
ま
さ
れ

な
い
た
め
に
も
、
手
口
や
予
防
策
を
知

り
、「
明
日
は
自
分
か
も
し
れ
な
い
」

と
日
頃
か
ら
常
に
危
機
感
を
持
つ
こ
と

が
重
要
で
す
。

だ
ま
さ
れ
な
い
で
！

　
　
　
　
　

特
殊
詐
欺

～
私
は
大
丈
夫
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
～

平成 30 年被害総額

363 億
9429 万円

■平成 30 年の全国の特殊詐欺被害額と認知件数　（警察庁調べ）

オレオレ詐欺
188億9060万円 （52.0%）
［認知件数：9,145件］

架空請求詐欺
138億3978万円 （38.0%）
［認知件数：4,844件］

融資保証金詐欺
6億2057万円 （1.7%）
［認知件数：421件］

還付金詐欺
22億5111万円 （6.2%）

［認知件数：1,904件］

金融商品等取引名目詐欺
2億6515万円 （0.7%）
［認知件数：46件］

ギャンブル必勝法情報提供名目詐欺
2億3981万円 （0.7%）
［認知件数：65件］ 異性との交際あっせん名目詐欺

1億2133万円 （0.3%）
［認知件数：44件］

その他
1億6590万円 （0.4%）
［認知件数：27件］

◆被害年齢の割合

59 歳以下　　　　　16.5％

60 ～ 69 歳　　　　  15.2％

70 歳以上　　　　　68.3％

◆男女比の割合

男性　　　　　　　23.7％

女性　　　　　　　76.3％

■全国の特殊詐欺被害額と認知件数の推移　（警察庁調べ）

■全国の特殊詐欺被害年齢と性別の割合　（警察庁調べ）

6.4％ 4.9％

12.4％ 10.1％ 10.3％

55.9％
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【被害額】 【認知件数】

11,998 件
（H25）

13,392 件
（H26）

13,824 件
（H27）

14,154 件
（H28）

18,212 件
（H29）

16,496 件
（H30）

489 億
4949 万円
（H25）
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5068 万円
（H26）
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9798 万円
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6565 万円
（H28）
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（H29）
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9429 万円
（H30）
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特
殊
詐
欺
の
種
類
と
手
口
・
対
処
法

振り込め詐欺

①オレオレ詐欺

【犯行手口】
　親族を装うなどして電話をかけ、さまざ

まな名目で現金が至急必要であるかのよう

に信じ込ませ、動転した被害者に指定した

預貯金口座に現金を振り込ませる手口です。

・親族（子どもや孫など）へのなりすまし

・警察官や銀行員などへのなりすまし

・直接、現金などを取りに来る

【対処法】
・お金の話が出たら、一旦電話を切り、家

族や相談窓口に相談してください。

・「携帯電話の番号が変わった」などと電

話がかかってきたら、詐欺の可能性を考え、

必ず従来の番号に電話してください。

・普段から家族と連絡を取り合いましょう。

・他人には絶対に個人情報や暗証番号を教

えてはいけません。また、警察官や銀行員

が暗証番号を聞くことはありません。

振り込め詐欺

②架空請求詐欺

【犯行手口】
　架空の事実を口実に、金品を請求する文

書を送付し、指定した預貯金口座に現金を

振り込ませる手口です。

・身に覚えのない料金を請求される

・電子マネー（プリペイドカード）を買わ

せる

・コンビニ収納代行サービスを悪用

【対処法】
・身に覚えのない電子メールや不審な電話

には応じないようにしてください。

・身に覚えのない請求のハガキなどに記載

されている連絡先には連絡しないでくださ

い。

・「現金送れ」は詐欺です。普通郵便や宅配

便でお金を送ることは禁じられています。

・「コンビニで電子マネーを買って」という

メールなどは詐欺を疑ってください。

振り込め詐欺

③融資保証金詐欺

【犯行手口】
　融資を受けるための保証金の名目で、指

定した預貯金口座に現金を振り込ませる手

口です。

　実際には融資する意思がないにもかかわ

らず「誰でも融資します」、「簡単な審査で

融資可能」、「担保不要」などと記載したハ

ガキなどで融資を誘い、申し込んできた人

に「先に保証金が必要」などと言って現金

を口座に振り込ませようとします。

【対処法】
・ハガキなどに記載されている連絡先には

連絡しないでください。

・「融資のために保証金が必要」は詐欺です。

融資を前提に現金の振り込みを要求するこ

とはありません。

・実在する貸金業者を装っている場合があ

ります。電話帳やインターネットなどでそ

の業者の電話番号を調べて確認してくださ

い。

振り込め詐欺

④還付金詐欺

【犯行手口】
　市区町村の職員等を装い、医療費の還付等に必要な

手続きを装って、ATM を操作させて口座間送金によ

り振り込ませる手口です。

　医療費や税金などの還付金を返しますと電話をかけ

てきて、「還付手続きの期限は今日までです。急いで

手続きしてください」などと言葉巧みに誘導し、口座

にお金を振り込ませようとします。

【対処法】
・「ATM で手続きを」は詐欺です。公的機関が還付金

を ATM で返還することは絶対にありません。

・お金の話が出たら、一旦電話を切り、家族や相談窓

口に相談してください。

・携帯電話をかけながら ATM を操作している人を見

かけたら、詐欺の被害を疑ってください。

振り込め詐欺以外の特殊詐欺

①金融商品等取引名目詐欺

【犯行手口】
　対価ほどの価値がない未公開株や社債などの有価証

券などについて、電話やダイレクトメッセージ等で虚

偽の情報を提供し、購入を申し込んできた人に有価証

券等の購入名目で現金を振り込ませる手口です。

【対処法】
・「必ずもうかる」などといううまい話はありません。

詐欺を疑ってください。

・自分が理解していないものには投資しないようにし

ましょう。

振り込め詐欺以外の特殊詐欺

②ギャンブル必勝法情報提供名目詐欺

【犯行手口】
　雑誌やインターネット記事、電子メールなどで、「パ

チンコ、パチスロの必勝法」などと言い、多額の配当

金が得られると信じ込ませ、「会員登録料が必要」な

どと言って現金を振り込ませる手口です。

【対処法】
・「絶対に勝てる」、「必ず当たる」、「事前に当せん番

号がわかる」などと言われたときは、詐欺を疑ってく

ださい。

振り込め詐欺以外の特殊詐欺

③異性との交際あっせん名目詐欺

【犯行手口】
　雑誌やインターネット記事、電子メールなどで、「女

性紹介」などと言い、女性の紹介等を求めてきた人に

対して、女性に関する虚偽の情報を提供するなどし、

会員登録料や保証金等の名目で現金を口座に振り込ま

せる手口です。

【対処法】
・「デートするだけでお金がもらえる」は詐欺を疑っ

てください。

・一度会えても信用しないようにしましょう。

・登録料（ポイント）として「高額ポイントを購入し

ませんか」と言われても購入しないでください。

年
々
特
殊
詐
欺
の
手
口
は
巧
妙
化
し
て
い
ま
す
。
だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
に
も
、
手
口
や
対
処
法

に
つ
い
て
知
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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内海 貴之 警部補

えびの警察署　刑事生活安全課
ストーカー対策兼捜査 2 係長

Interview

　特殊詐欺は、全国的にも毎年数多く発生しており、
宮崎県内でも、高い水準で発生し続けています。え
びの警察署では、今年は被害届を受理していません
が、昨年は 2件の被害届を受理しており、近隣の都
城警察署では、9月末現在で 6件の被害届を受理し
ています。市内でも、詐欺に関する相談等は多く、
実際に被害が発生していなくても、さまざまな手口
での詐欺が起きていることが確認されています。
　「詐欺ではないか」「心当たりのない請求だけど連
絡した方が良いのか」など、少しでもおかしいと思っ
た時は、警察署や消費生活相談窓口など、各種相談
窓口がありますので、一人で判断する前に必ず相談
をしてください。

おかしいなと思ったら、まず相談。

詐欺師は、社会の変化に合わせてさまざまな手口でだましてきます。
「何かおかしいな」と思ったら、手遅れになる前にすぐに相談してください。

・えびの警察署　　　　　　　　　　　　　　　  ☎ 33-0110

・消費者ホットライン　　　　　　　　　　　　  ☎ 188（局番なし）

・市消費者相談窓口（火曜日のみ）　　　　　　　☎ 35-3731

だまされないためのポイント
不審な電話に注意！

こんな言葉に注意！

事前に対策を！

詐欺で使われる定番のキーワードです。こんな言葉が出たときは詐欺を疑ってください。

■子どもや孫から

・携帯電話の番号が変わった

・風邪をひいて喉の調子が悪い

・会社のお金を使い込んだ、なくした、盗まれた

・妊娠させてしまってお金が必要

・交通事故をしてしまった

・株に手を出し、失敗してしまった

・示談金を払わないといけない

■市役所などの公的機関

・医療費や税金の還付金がある

・封筒を送ったが返信がないので電話しました

・手続期限が今日までなのですぐに手続きを

・窓口は混んでいるので携帯電話をもって近くの

ATM へ

■警察官から

・あなたの個人情報が漏れている

・あなたの口座が詐欺事件に悪用されている

・警察でお金・カードを預かる

■銀行などの金融機関から

・銀行内部に詐欺の犯人がいる、お金がおろせなくなる

・あなたの口座が凍結される

■その他の詐欺手口

・電子マネー（プリペイドカード）を購入して番号を教

えてください

・優先入居権が当たっています、手続きをしてください

・無担保・低金利・保証人不要で融資します

・当せん番号が事前にわかります　　　　　　　　など

日頃からの電話対策

●在宅時にも留守番電話を
　日頃から心当たりがない電話番号には、まず留守
番電話で対応しましょう。子どもや孫を名乗って「携
帯電話番号が変わった」とメッセージが入った場合
は、変わる前の電話番号に掛けなおしましょう。
　詐欺師は、音声が残ることを嫌うので、1 度留守
番電話で対応することは効果的です。
●通信録音機などの設置
　現在、電話の着信時に電話の相手方に警告音声を
発したり、通話中に自動的に内容を録音する機能が
ついた電話機や電話機に接続する機器が市販されて
います。これらの機器は詐欺防止に有効です。機器
を活用して、詐欺師からの電話を防ぎましょう。

家族の絆で詐欺対策

　特殊詐欺を防止するには、家族との絆も大切です。
普段から家族と連絡を取り合うようにしましょう。
　詐欺被害者の多くは、65歳以上の高齢者です。特
に、子や孫世代の人は自分から家族と頻繁に連絡を
取るなどして、被害に遭わないよう気に掛けましょ
う。
　また、家族で次のようなことを事前に決めておく
ことも効果的です。

・電話での呼びかけ方
・合言葉
　特殊詐欺は、誰でもだまされる可能性があります。

「私は大丈夫」ではなく、普段から家族間で情報を共
有し、だまされないように注意しましょう。

こんな光景を見かけたら…

●携帯電話で通話しながら ATM を操作
電話で ATM の操作を指示し、お金を振り込ませる
手口が増えています。詐欺師は、コンビニやスーパー
などの無人 ATM に誘導します。見かけたら「役所
からの還付金ではありませんか」などと一声かけて
ください。一人が心細いときは、警察などに相談し
て通話をやめさせてください。

●高齢者と不釣り合いなスーツ姿の若者が会話
現金の引き渡しはさまざまな場所で行われます。受
け取り役は「受け子」と呼ばれています。最近は若
者の「受け子」が増えています。高齢者が、不釣り
合いなスーツ姿の若者と話している場面や物を受け
渡している場面を見かけたら、警察に連絡をしてく
ださい。

※あくまでも、詐欺を疑うためのポイントで、詐欺と断定するものではありません。疑われて不快に思われる場合

も考えられますが、被害に遭ってからでは遅いです。詐欺防止のために皆さんの協力をお願いします。
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■お問い合わせ先：えびの市立病院
☎ 33 ‐ 1023

◎病院業務量
（平成 31 年 4 月 1 日～令和元年 9 月 30 日）
病床数・・・・・・・・・・・・・　50 床
入院患者数・・・・・・・・　延べ 5,535 人
外来患者数・・・・・・・　延べ 11,419 人
入院１日平均・・・・・・・・・・　30.2 人
外来１日平均・・・・・・・・・　　92.8 人

区　　分 予　算　額
執　　行　　額 収入率

（％）上　半　期 累　　計

病院事業収益 828,293 401,242 401,242 48.4

医業収益 641,809 310,005 310,005 48.3

医業外収益 186,483 91,237 91,237 48.9

特別利益 1 0 0 0.0
収入の医業収益は、診療報酬や手数料、他会計負担金など。医業外収益は、他会計補助金など。
特別利益は、固定資産売却益など。

【事業収入に関する事項】 ［単位：千円］

区　　分 予　算　額
執　　行　　額 執行率

（％）上　半　期 累　　計

病院事業費用 1,001,537 367,845 367,845 36.7

医業費用 999,640 367,566 367,566 36.8

医業外費用 1,396 279 279 20.0

特別損失 1 0 0 0.0

予備費 500 0 0 0.0

【事業費用に関する事項】 ［単位：千円］

支出の医業費用は、給与費、材料費、経費、減価償却費など。医業外費用は、企業債の償還利息など。
特別損失は、固定資産売却損など。

◎借入金残高                     1,388 万円

病

一

院

般

事

会

業

計
　

令
和
元
年
度
の
え
び
の
市
の
一
般
会
計
予
算
額
（
令
和
元
年
９
月
30
日
現
在
）
は
、
歳
入
・
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
１
３
８
億
５
７
５
万
6
千
円
で
、
こ
の
ほ
か
に
平
成
30
年
度
か
ら
の
予
算
の
繰
越
が
、

1
億
５
５
９
４
万
4
千
円
あ
り
、
合
計
で
１
３
９
億
６
１
７
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
合
計
額
に
対
し
て
、
令
和
元
年
9
月
30
日
現
在
の
収
入
済
額
は
、
55
億
１
９
２
８
万
3
千
円

で
収
入
済
率
39
・
5
％
、
支
出
済
額
は
、
49
億
３
８
３
９
万
5
千
円
で
支
出
済
率
35
・
4
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

区　　分 借入金残高 前年同期残高
一般会計 8,589,109 8,125,696
産業団地整備事業特別会計 69,445 ー

【市債の状況】 ［単位：千円］

歳出

15 億

予算現額（千円）
支出済額（千円）

35 億

予
算
の
執
行
状
況
を

公
表
し
ま
す

※グラフは、それぞれ平成 30 年度からの繰越予算を含めた額です。
※歳出予算の「その他」は、議会費、労働費、商工費、消防費、災害復旧
　費などです。
※歳入予算の「その他」は、地方譲与税、分担金及び負担金、使用料及び
　手数料、財産収入、寄附金、諸収入などです。

8

25 億
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474,171（42.5％）

306,626（43.4％）

5 億 10 億 30 億

民生費

総務費

教育費

衛生費

土木費

その他

農林水
産業費

公債費

439,802（38.9％）

333,946（25.7％）

265,036（23.8％）

661,121（44.9％）

～

20 億

605,405（25.5％）

◎水道業務量
（平成 31 年 4 月 1 日～令和元年 9 月 30 日）
給水戸数・・・・・・・・・・・　8,473 戸
給水人口・・・・・・・・・・・17,056 人
上半期給水量・・・・・・・・　958,861 ｍ3

１日平均給水量・・・・・・・・　5,240 ｍ3

１人１日平均給水量・・・・・・　303.9㍑
普及率・・・・・・・・・・・・・　88.4％

区　　分 予　算　額
執　　行　　額 収入率

（％）上　半　期 累　　計

水道事業収益 352,113 160,265 160,265 45.5

営業収益 329,256 159,757 159,757 48.5

営業外収益 22,856 508 508 2.2

特別利益 1 0 0 0.0
収入の営業収益は、水道料金、手数料、水道加入金など。営業外収益は、預金利息、雑収益など

【事業収入に関する事項】 ［単位：千円］

区　　分 予　算　額
執　　行　　額 執行率

（％）上　半　期 累　　計

水道事業費用 422,394 162,739 162,739 38.5

営業費用 384,966 150,690 150,690 39.1

営業外費用 29,178 12,012 12,012 41.2

特別損失 7,750 37 37 0.5

予備費 500 0 0 0.0

【事業費用に関する事項】 ［単位：千円］

支出の営業費用は、原水および浄水費、配水および給水費、減価償却費など。営業外費用は、
企業債の償還利息など

◎借入金残高　　　18 億 9,845 万円

■お問い合わせ先：市水道課 経営管理係
☎ 35 ‐ 1113（課直通）

水 道 事 業

会　　　計
歳　　入 歳　　出

予　算　額 収　入　済　額 予　算　額 支　出　済　額
国民健康保険特別会計 3,065,143 1,185,819 3,065,143 1,170,968

介護保険
特別会計

保険事業勘定 3,439,307 1,723,398 3,439,307 1,324,957
介護サービス事業勘定 18,228 8,843 18,228 5,672

後期高齢者医療特別会計 675,247 398,529 675,247 220,232
産業団地整備事業特別会計 923,607 8,507 923,607 726,269

合　　　計 8,121,532 3,325,096 8,121,532 3,448,098

【特別会計の予算執行状況】 ［単位：千円］

■一般会計
福祉や教育、公園や道路建設など
の市の基本的な事業を行う会計で
す。市税や地方交付税などを主な
財源としています。
■特別会計
特定の収入を特定の支出に充てて
事業を行う会計です。市では、国
民健康保険、介護保険などがこれ
に該当します。

■地方交付税
地方公共団体が等しくその行うべ
き事務を遂行できるよう、一定の
基準により国から交付されるお金
です。
■国庫支出金
国から地方自治体に交付される補
助金や委託金などのことです。
■市債
市がさまざまな事業を行うとき、
長期にわたって借りるお金のこと
です。
■公債費
市債を償還するための経費のこと
です。
■お問い合わせ先
市財政課財政係
☎ 35 ‐ 3716（課直通）

用 語 説 明

歳入
予算現額（千円）
収入済額（千円）

地方
交付税

市税

国庫
支出金

県
支出金

繰越金

その他

繰入金

35 億

9

市債

4,745,251

2,378,713

1,298,811

1,129,413

1,115,768

1,115,691

707,232

1,470,821

1,852,288（39.0％）

25 億 5 億15 億30 億 10 億20 億

2,100（0.2％）

601,109（100.0％）

0（0％）

1,135,586（58.5％）

90,155（6.9％）

558,180（35.4％）

554,175（27.4％）

4,076,782

2,021,290

1,942,604

1,496,335

1,297,708

949,115

601,108

1,576,758

2,577,978（63.2％）～
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○各部門表彰者

　

令
和
元
年
度
え
び
の
市
市
民
表
彰

式
が
11
月
3
日
、
え
び
の
市
文
化
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度

の
受
賞
者
は
、
地
方
自
治
部
門
、
教

育
・
芸
術
・
体
育
・
文
化
部
門
、
公

共
福
祉
部
門
で
貢
献
さ
れ
て
き
た
4

人
で
す
。

　

表
彰
式
で
は
、
受
賞
者
に
村
岡
市

長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。村
岡
市
長
は
、「
今
後
も
、

貴
重
な
ご
助
言
を
賜
り
ま
す
と
と
も

に
、こ
れ
か
ら
の
え
び
の
市
を
支
え
、

見
守
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
式
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
、
馬
籠
勝
典

さ
ん
が
「
表
彰
を
機
に
、
よ
り
一
層

心
を
引
き
締
め
、
自
然
豊
か
な
え
び

の
市
の
た
め
、
今
後
と
も
努
力
し
て

い
き
ま
す
」と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

え
び
の
市
市
民
表
彰
制
度
は
、
昭

和
62
年
度
に
「
市
政
功
労
者
表
彰
」

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
の
市
民
表
彰
で
は
、

市
民
に
公
募
を
行
い
、
候
補
者
の
中

か
ら
表
彰
審
議
会
の
審
議
に
よ
り
、

受
賞
者
を
決
定
し
た
も
の
で
す
。

問
市
企
画
課 

秘
書
係

☎
35
‐
1
1
1
1（
内
線
３
０
２
）

地方自治部門

公共福祉部門

教育・芸術・体育・文化部門

馬籠 勝典さん
［鹿児島市・74 歳］

鶴田 克己さん
［湯田・79 歳］

濱田 喜八郎さん
［杉水流・78 歳］

春口 貞子さん
［原田・79 歳］

【功績】日章学園九州国際高
等学校校長として、留学生の
受け入れ拡大と進路開拓に尽
力されたほか、留学生と市民
との交流を図り国際的な相互
理解を深め、本市の国際化と
国際感覚豊かな人材育成に貢
献された。また、えびの市情
報公開・個人情報保護審査会
委員を務められ、制度の適正
で円滑な運営に貢献された。

【功績】湯田地区地域支え合
い事業顧問として、高齢者支
援に尽力されたほか、湯田地
区高齢者クラブ会長、えびの
市高齢者クラブ連合会理事を
務められ、積極的な会員確保
と活動参加を呼びかけ、社会
福祉の向上に貢献された。ま
た、湯田区長、民生委員児童
委員を務められ、地域の自治
意識向上に貢献された。

【功績】長年にわたり、麓輪
太鼓踊りの伝統継承と保存会
の会員確保に尽力され、13 年
間保存会会長を務められたほ
か、飯野小６年に踊りの指導
を行い、後進の育成に貢献さ
れた。また、民生委員児童委
員、えびの市交通指導員を務
められ、地域住民を見守る立
場で住みよい地域づくりに貢
献された。

【功績】長年にわたり、えび
の市地域婦人連絡協議会の会
員として、学校支援、交通安
全活動、託児ボランティア等
の社会貢献活動に尽力され、
社 会 福 祉 の 向 上 に 貢 献 さ れ
た。また、えびの地区防犯協
会理事、えびの市交通対策協
議会委員、えびの警察署協議
会会長を務められ、安心安全
なまちづくりに貢献された。

え
び
の
市
発
展
の
た
め
に
尽
力

市民表彰を受けられた皆さん

川の大切さを学ぶ

ウナギの放流体験学習

　加久藤橋下流河川敷付近で、川内川上流漁業
協同組合がウナギの放流体験学習を行いまし
た。これは、同組合が小学校の児童を対象に、
河川環境保全の意識高揚を図ることを目的に行
いました。
　加久藤小学校 4 年生児童 37 人が参加し、ウ
ナギの稚魚 200 匹を川内川に放流しました。
児童たちは「ウナギはかわいかったです。元気
に大きくなってほしいです」と話していました。

10/810/3

鮮やかな色浴衣で撮影

ゆかたで彩るえびのの街
　

京
町
温
泉
み
な
ほ
会
主
催
の
「
ゆ

か
た
で
彩
る
え
び
の
の
街
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
同
会
が
え
び

の
市
ぷ
ら
い
ど
21
助
成
金
を
活
用
し

て
行
っ
た
も
の
で
す
。
今
年
で
3
回

目
に
な
り
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
は
市
内
外
か
ら
約
45

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
市
内
の
各
名

所
を
え
び
の
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ
の
ガ
イ

ド
つ
き
で
め
ぐ
り
、
写
真
撮
影
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
白
鳥
神
社

で
は
、
田
の
神
舞
の
披
露
も
あ
り
ま

し
た
。

10/6

九州大会でも優勝を目指す

第51回技能競技宮崎県大会優勝

　西都市で「第 51 回技能競技宮崎県大会」が
行われました。競技では屋内配線工事の基本的
な技能を活用し課題配線図に基づいて安全で正
確な施工を競います。小林地区電気工事協同組
合代表として大正水流博さんが出場し優勝しま
した。
　大正水流さんは、11 月 30 日に宮崎県で行わ
れる九州大会と来年 11 月に行われる全国大会
に出場します。

10/810/5

公共福祉部門
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えびのでのアウトドアを満喫

キャンプ＆アウトドアクッキング教室

　えびの高原キャンプ村で「BE-PAL キャンプ
＆アウトドアクッキング教室 2019」が行われ
ました。これは、えびのの自然の中で、アウト
ドア料理やキャンプの基礎を学んでもらおうと
市とアウトドア誌 BE-PAL 編集部の共催で行わ
れたものです。
　市内外から 27 人が参加し、ダッチオーブン
でアウトドア料理を作ったり、テントの立て方
を学んだりしました。

10/12

きれいな公園で遊べるように

シルバー人材センターボランティア

　永山運動公園で、えびの市シルバー人材セン
ターの会員が、ボランティアで清掃作業を行い
ました。これは、シルバー人材センターの普及
と啓発を促進することと、公園を訪れた人に気
持ちよく使用してもらおうと同センターが毎年
実施しているものです。
　清掃には、同会員約 60 人が参加し、公園の
草刈りや植栽のせん定などを行いました。

10/25

連携をさらに強化

包括連携協定締結式

　市役所本庁で、えびの市農業協同組合との包
括連携協定締結式が行われました。自治体と農
業協同組合の連携協定が結ばれるのは、県内で
初めてです。
　同組合とは、これまでも連携して活動を行っ
てきましたが、協定を結んだことでさらに、農
業の生産振興や地域経済の活性化、安心・安全
な地域づくりの推進など、さまざまな分野で連
携を強化していきます。

10/9

義弘公をたたえるために

島津義弘公祭り
　

道
の
駅
え
び
の
で
「
島
津
義
弘
公

祭
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は

島
津
義
弘
公
顕
彰
会
が
行
っ
た
も
の

で
す
。
同
会
は
島
津
義
弘
の
功
績
を

称
え
末
永
く
顕
彰
す
る
た
め
発
足

し
、
そ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
同
祭

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

祭
り
で
は
、
神
事
の
後
、
詩
吟
や

空
手
の
演
舞
、
飯
野
小
学
校
6
年
生

と
飯
野
麓
輪
太
鼓
踊
り
保
存
会
に
よ

る
輪
太
鼓
踊
り
、
水
流
金
屏
風
、
西

長
江
浦
大
太
鼓
踊
り
な
ど
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

10/6

キャンピングカーに興味津々

秋季観光祭
　

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
え
び
の
で
秋
季

観
光
祭
「
ア
ウ
ト
ド
ア
え
び
のin

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
え
び
の
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
え
び
の
市
観

光
協
会
が
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
や
テ
ン
ト
な

ど
の
展
示
の
ほ
か
、
ヤ
マ
メ
の
塩
焼

き
、
カ
ヌ
ー
・
自
転
車
体
験
、
市
内

業
者
の
出
店
も
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、

ダ
ン
ス
の
披
露
や
炭
酸
飲
料
水
の
早

飲
み
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
内

外
か
ら
多
く
の
家
族
連
れ
が
訪
れ
て

い
ま
し
た
。

10/20

えびのの未来を語り合う

えびの未来カフェ

　飯野高校でえびの未来カフェが行われまし
た。これは、えびの市市民団体連絡会議が行っ
ているものです。講師に福岡県福津市から津屋
崎ブランチ代表山口 覚

さとる

氏を招いて、ワールド
カフェ方式で行われました。
　小学生から高齢者まで 83 人が参加し、「AI
の時代 人にこそ求められる仕事とは？」とい
うテーマで対話が行われ、いろいろな意見がで
ていました。

10/18
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えびのの定番になるように

温泉トラフグ視察会

　温泉トラフグ視察会が行われました。これは、
株式会社 PNG ふぐランドが京町温泉旅館組合
の会員などを対象に、フグの調理方法や料理等
について、意見交換をするために行ったもので
す。この視察会には約 30 人が参加しました。
　視察会では、フグの身欠き、皮むきを見学し
た後、ふぐ刺し、ふぐ鍋などを試食しながら、
フグの提供方法などについて意見交換が行われ
ました。

10/810/30

地域の防犯活動に貢献

防犯功労者表彰受賞者表敬訪問

　えびの警察署京町駐在所連絡協議会会長の大
城戸留夫さんが令和元年度全国防犯功労者防犯
栄誉銀章受賞の報告で市長を訪問しました。こ
れは、地域安全活動・防犯活動に功労のあった
人が表彰されるものです。
　大城戸さんの他に、全国防犯功労者防犯栄誉
銅章を福永光明さん、宮崎県防犯功労者を外宮
昭二さん、藤崎典子さん、野間和則さんが受賞
しました。

10/28

昔ながらの作業を体験

地域特産物開発プロジェクト学習

　飯野高等学校南側の田んぼで、飯野小学校児
童と飯野高校生が稲刈りを行いました。これは、
飯野高校の地域特産品開発プロジェクト学習の
一環で行われたものです。
　稲刈りには、小学 5 年生 53 人、生活文化科
1 年生 27 人が参加しました。
　JA えびの市青年部、女性部の指導の下、児童・
生徒は稲刈り、足踏み脱穀機を使用しての脱穀、
唐
と う み

箕での選別を体験しました。

10/28

採れたてをお届けしました

えびの米新米出荷に係る知事訪問

　JA えびの市や JA 稲作振興会が「えびの米」
の新米を宮崎県知事に届けました。これは、昨
年 4 月に発生した硫黄山噴火に伴う河川の白
濁により一部の農家が稲作を断念している状況
ですが、おいしいお米が採れたことを PR する
ために行われたものです。
　同会の会長の高牟禮宏邦さんは「今年は、日
照不足などで収量は多くありませんでしたが、
おいしいお米ができました」と話していました。

10/28

音楽に触れる良い機会に

ピアノ寄贈
　

京
町
温
泉
駅
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

で
ピ
ア
ノ
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
社
会
福
祉
法
人
さ
つ

き
会
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。

贈
呈
式
で
は
、
ピ
ア
ノ
除
幕
式
や
市

内
在
住
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
風
空
さ
ん
に

よ
る
ピ
ア
ノ
弾
き
初
め
セ
レ
モ
ニ
ー

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

同
会
理
事
の
池
嶋
敏
信
さ
ん
は

「
少
し
で
も
地
域
活
性
化
の
力
に
な

れ
ば
と
思
い
贈
り
ま
し
た
。
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
音
楽
に
触
れ
る
良
い

機
会
と
し
て
活
用
し
て
も
ら
え
た
ら

と
思
い
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

10/31

豊富な湧水を生かす

田代陣の池ホタル谷小水力発電所

　田代地区で、田代陣の池ホタル谷小水力発電
所落成式が行われました。この発電所は、田代
維持管理組合が、地域の資源である陣の池の湧
水を生かし、自然再生エネルギーとして利活用
することで、地区の土地改良施設や維持管理費
の負担軽減および農林業の振興や地域の活性化
を図るために建設しました。
　落成式には約 50 人が参加し、施設火入れ式
で回転灯が点灯すると拍手がおきていました。

10/811/4

戦没者の冥福と平和を祈る

令和元年度戦没者追悼式

　市文化センターで、令和元年度えびの市戦没
者追悼式が行われました。式には、遺族など約
250 人が参加し、戦没者の慰霊を行いました。
　式典では、戦没者の冥福と世界恒久平和を
願って参加者全員で黙とうを行った後、遺族の
代表者などが献花を行いました。
　また、真幸小学校、中学校の児童・生徒が平
和への誓いを述べました。

10/25
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�市学校教育課 総務係　☎35-3721（課直通）　

教 育 学力アッププロジェクト

　

10
月
18
日
、
真
幸
小
学
校
で

第
2
回
学
力
ア
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
市
教
育
委
員
会
が
市
内
小

中
学
校
の
教
員
を
対
象
に
行
っ

て
い
る
も
の
で
す
。
真
幸
小
学

校
職
員
、
市
教
育
研
究
セ
ン

タ
ー
研
究
員
、
市
内
小
中
学
校

職
員
な
ど
46
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
児

童
生
徒
の
課
題
を
解
決
す
る
た

め
に
必
要
な
思
考
力
、判
断
力
、

表
現
力
等
を
育
成
す
る
た
め
、

主
体
的
・
対
話
的
な
深
い
学
び

を
目
指
し
た
授
業
を
行
う
こ
と

を
目
的
に
、
教
員
の
授
業
改
善

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
小
学
5
年
生
の
算

数
の
研
究
授
業
を
を
行
っ
た

後
、
全
体
会
で
改
善
等
を
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
話
し
合

い
ま
し
た
。
ま
た
、
え
び
の
市

学
力
ア
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
て
い
る
国

語
教
育
学
者
の
井
上
一
郎
氏
が

総
括
を
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
の
成
果
を
各
学
校
で
の
実
践

に
つ
な
げ
て
い
き
、
児
童
生
徒

の
学
力
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

授業改善のポイントを講義する井上氏

�市畜産農政課 農政企画係　☎35-3744（課直通）　

農 業 総合化事業計画の認定証交付式

　

10
月
11
日
、
市
役
所
で
六
次

産
業
化
・
地
産
地
消
法
に
基
づ

く
総
合
化
事
業
計
画
の
認
定
証

交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
株
式
会
社
Ｂ
Ｅ
Ｂ
Ｕ
Ｙ

Ａ
と
有
限
会
社
東
康
夫
養
鶏
場

が
策
定
し
た
六
次
化
事
業
計
画

が
国
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

認
定
式
で
、
株
式
会
社
Ｂ
Ｅ

Ｂ
Ｕ
Ｙ
Ａ
代
表
取
締
役
坂
元
一

貴
氏
は
「
え
び
の
に
肉
を
食
べ

に
行
き
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
も
の
を
作
り
だ
し

て
、
そ
し
て
次
世
代
に
つ
な
げ

て
い
け
る
よ
う
に
頑
張
り
ま

す
」、
有
限
会
社
東
康
夫
養
鶏

場
代
表
取
締
役
東
慶の

ぶ
よ
し良
氏
は

「
こ
の
事
業
計
画
は
思
い
描
い

て
い
る
一
部
分
で
、
こ
れ
を
足

掛
か
り
に
今
後
ま
す
ま
す
努
力

し
て
い
き
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
今
後
も
六
次
産
業

化
に
関
す
る
相
談
会
を
実
施

し
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
、
六
次
産
業
化
を
目
指
す
農

林
畜
産
業
者
の
皆
さ
ん
に
対
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

ワークショップで授業の改善点を話し合いました

認定証を受け取る株式会社ＢＥＢＵＹＡ坂元氏

認定証を受け取る有限会社東康夫養鶏場東氏

�市水道課 工務係　☎35-1113（課直通）

水 道

凍結による水道管破損の対策をしましょう

　

気
温
が
氷
点
下
4
℃
以
下
に
な

る
と
水
道
管
が
凍
結
し
、
水
が
出

な
く
な
っ
た
り
、
破
損
し
て
水
漏

れ
が
発
生
し
た
り
す
る
可
能
性
が

高
く
な
り
ま
す
。
次
の
よ
う
な
場

所
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

・
屋
外
、
北
側
で
日
が
当
た
ら
な

い
と
こ
ろ

・
風
当
り
の
強
い
と
こ
ろ

・
水
道
管
が
む
き
出
し
に
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ

　

ま
た
、
旅
行
な
ど
で
長
期
間
水

道
を
利
用
し
な
い
場
合
や
、
空
き

家
・
空
き
部
屋
の
場
合
、
蛇
口
の

立
ち
上
が
り
や
ボ
イ
ラ
ー
な
ど
が

凍
結
し
破
損
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
長
期
不
在
の
場
合
は
、
給
水

中
止
届
を
提
出
す
る
こ
と
も
検
討

し
て
く
だ
さ
い
。

■
凍
結
し
て
水
道
管
が
破
損
し
た

場
合

　

凍
結
す
る
と
水
が
使
用
で
き
な

い
だ
け
で
な
く
、
管
内
の
水
が
膨

張
し
て
水
道
管
が
破
裂
し
、
溶
け

た
と
き
に
破
損
箇
所
か
ら
漏
水
す

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
漏
水
す
る

と
水
道
を
使
用
し
て
い
な
い
状
態

で
も
メ
ー
タ
ー
が
回
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
上
水
道
の
水
道
管
（
給
水

装
置
）
の
工
事
・
修
理
は
、
指
定

給
水
装
置
工
事
事
業
者
が
行
う
こ

と
と
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
下
表
「
え
び
の
市
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者
」
に
連
絡
し
、

修
理
の
検
討
・
依
頼
を
し
て
く
だ

さ
い
。

■
水
道
管
の
凍
結

　

水
道
管
が
凍
っ
て
水
が
出
な
い

と
き
は
、
気
温
の
上
昇
に
よ
り
自

然
に
解
凍
す
る
の
を
待
つ
か
、
凍

結
し
て
い
る
場
所
に
タ
オ
ル
な
ど

を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら
ゆ
っ
く

り
と
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て
溶
か
し

ま
す
。
お
湯
が
な
い
場
合
は
ド
ラ

イ
ヤ
ー
を
当
て
る
の
も
効
果
的
で

す
。
慌
て
て
熱
湯
を
か
け
る
と
、

水
道
管
や
蛇
口
が
破
裂
す
る
だ
け

で
な
く
、
や
け
ど
な
ど
思
わ
ぬ
け

が
の
も
と
に
な
る
た
め
、
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

　

水
道
管
が
一
度
凍
結
す
る
と
、

水
が
出
る
よ
う
に
な
る
ま
で
時
間

が
か
か
り
ま
す
。水
道
管
の
凍
結
・

破
損
が
多
数
発
生
す
る
と
、
指
定

給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
依
頼
し

て
も
、
業
者
の
手
が
回
ら
ず
、
長

期
間
水
が
使
え
な
く
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

■
水
道
管
を
凍
ら
せ
な
い
た
め
に

　

水
道
管
を
凍
ら
せ
な
い
た
め
に

は
、「
屋
外
な
ど
の
む
き
出
し
に

な
っ
て
い
る
水
道
管
を
タ
オ
ル
や

保
温
材
な
ど
で
保
護
す
る
」、
停

滞
し
て
い
る
水
は
凍
結
し
や
す
い

事業者名 住所 電話番号

（有）柊山水道設備 大字杉水流 143 番地 33-0381

（株）八ヶ婦設備 大字小田 1348 番地 4 35-1131

（株）福元電設 大字大明司 1154 番地 1 33-2045

（株）オーム工業 大字向江 812 番地 1 37-1631

（有）須崎水道工業えびの支店 大字小田 542 番地 1 35-0173

（有）渡邊産業 大字原田 154 番地 33-0165

松下総合設備（株） 大字島内 637 番地 8 37-0234

（有）福重電気水道社 大字原田 3310 番地 33-0069

築建設（株） 大字原田 1401 番地 1 33-0141

横手設備工業 大字上江 1969 番地 5 33-5468

（株）九電工えびの出張所 大字原田 3377 番地 7 33-4444

原山電業 大字栗下 1621 番地 3 35-2565

萩澤電機工事店 大字大河平 1507 番地 33-5539

（株）ハラヤマ 大字小田 402 番地 6 35-2960

市原水道 大字末永 1304 番地 1 33-4728

■えびの市指定給水装置工事事業者一覧 の
で
「
糸
を
引
く
程
度
に
水
を
流

し
て
お
く
」、「
長
期
間
留
守
に
す

る
場
合
は
止
水
栓
を
閉
め
る
」
な

ど
、
寒
波
に
備
え
て
予
防
・
対
策

を
行
い
、
各
家
庭
で
水
道
管
を
凍

結
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

水
道
管
の
防
寒
対
策
を
行
い
、

快
適
な
冬
を
過
ご
せ
る
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
裏
面
に
凍
結
に
よ
る
水
道
管
破

損
の
対
策
に
つ
い
て
掲
載
し
て
い

ま
す
。
ご
自
宅
等
で
見
え
る
所
に

貼
る
な
ど
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※解凍・修理はご自身で依頼してください。修理費用は自己負担となります。
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肉豚枝肉の部で優等賞 2 席を獲得した森留さん

�市畜産農政課 畜産振興室　☎35-3744（課直通）

畜 産

家畜の品質向上を目指す

　

10
月
に
県
内
外
で
宮
崎
県
乳
肥

農
協
枝
肉
共
進
会
・
宮
崎
県
畜
産

共
進
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

え
び
の
市
か
ら
は
、
宮
崎
県
乳

肥
農
協
枝
肉
共
進
会
に
8
人
、
宮

崎
県
畜
産
共
進
会
に
10
人
が
出
品

し
、優
秀
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

■
第
32
回
宮
崎
県
乳
肥
農
協
枝
肉

共
進
会

　

10
月
12
日
、
球
磨
郡
錦
町
の
ゼ

ン
カ
イ
ミ
ー
ト
株
式
会
社
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

【
交
雑
種
部
門
】

・
最
優
秀
賞

廣
重
秀
則
さ
ん
（
出
水
）

・
優
秀
賞

太
田
幸
雄
さ
ん
（
尾
八
重
野
）

・
優
良
賞

山
下
誠
さ
ん
（
西
長
江
浦
下
）

【
和
牛
部
門
】

・
最
優
秀
賞

前
原
義
信
さ
ん
（
出
水
）

・
優
秀
賞

株
式
会
社
北
部
霧
島
肥
育
牧
場

（
高
野
）

・
優
良
賞

前
原
義
信
さ
ん
（
出
水
）

・
特
別
賞

前
原
義
信
さ
ん
（
出
水
）

■
第
61
回
宮
崎
県
畜
産
共
進
会

　

10
月
3
日
に
小
林
家
畜
市
場
で

肉
用
種
種
牛
の
部
お
よ
び
乳
用
種

種
牛
の
部
、
10
月
29
日
に
株
式
会

社
ミ
ヤ
チ
ク
高
崎
工
場
で
枝
肉
の

部
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
肉
用
種
種
牛
の
部
】

・
第
2
類　

1
等
賞

「
ひ
か
る
１
１
２
２
」
号

東
脇
勇
二
さ
ん
（
大
明
司
）

【
乳
用
種
種
牛
の
部
】

・
第
2
類　

2
等
賞

「
レ
ー
モ
ン
ド　

ア
ー
チ
ラ
イ
バ

ル　

ナ
ツ
ミ
」
号

津
留
博
さ
ん
（
西
川
北
）

・
第
3
類　

1
等
賞

「
Ｓ
Ｋ
リ
バ
ー　

ク
ラ
ッ
シ
ュ　

エ
ー
ス
」
号

川
原
澄
広
さ
ん
（
浦
）

・
第
4
類　

1
等
賞

「
ハ
ピ
ニ
ス
フ
ァ
ー
ム　

ス
リ
ー

ピ
ー
ス　

ビ
ュ
ー　

ア
ナ
」
号

前
原
直
希
さ
ん
（
田
代
）

・
第
5
類　

1
等
賞

「
レ
ー
モ
ン
ド　

ラ
ス
ト
シ
ョ
ー

ホ
タ
ル
」
号

津
留
博
さ
ん
（
西
川
北
）

・
第
6
類　

1
等
賞

「
ミ
ス
ト
ラ
ン
ド　

ウ
ル
ト
ラ

ジ
ェ
ッ
ト　

タ
ミ
ー
」
号

前
原
直
希
さ
ん
（
田
代
）

【
肉
牛
枝
肉
の
部
】

・
優
等
賞
10
席

橋
口
誠
也
さ
ん
（
下
大
河
平
）

・
優
等
賞

松
下
啓
紀
さ
ん
（
下
浦
）

・
1
等
賞

神
田
讓
市
さ
ん
（
南
原
田
）

・
2
等
賞

宮
原
智
憲
さ
ん
（
白
鳥
）

・
2
等
賞

吉
留
弘
さ
ん
（
永
山
）

【
肉
豚
枝
肉
の
部
】

・
優
等
賞
2
席

森
留
浩
太
さ
ん
（
大
明
司
）

第 2 類 1 等賞を獲得した東脇さんの「ひかる 1122」号

宮崎県畜産共進会の会場の様子
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�市民協働課 市民協働係　☎35-1118（直通）

協 働 地域活性化活動実践報告会で市民活動を報告

　

11
月
3
日
、
市
文
化
セ
ン

タ
ー
で
令
和
元
年
度
地
域
活
性

化
活
動
実
践
報
告
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
同
報
告
会
で
は
、
矢

岳
高
原
活
性
化
委
員
会
と
Ａ
Ｐ

Ｅ
え
び
の
の
2
団
体
が
報
告
を

行
い
ま
し
た
。

　

矢
岳
高
原
活
性
化
委
員
会

は
、
矢
岳
高
原
の
活
性
化
を
目

的
に
平
成
26
年
に
設
立
し
、
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
報
告
会

で
は
、
オ
ー
ト
バ
イ
や
自
転
車

の
ト
ラ
イ
ア
ル
競
技
を
行
う
た

め
に
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た

活
動
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
ま

し
た
。本
坊
淳
悟
委
員
長
は「
今

年
行
っ
た
全
日
本
ト
ラ
イ
ア
ル

選
手
権
で
は
多
く
の
人
が
矢
岳

に
集
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
ト
ラ
イ
ア
ル
以
外
の
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
つ
い
て
も
模
索

し
な
が
ら
活
動
を
続
け
て
い
き

ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｐ
Ｅ
え
び
の
は
、「
ワ
ク

ワ
ク
す
る
こ
と
を
え
び
の
市
か

ら
発
信
し
よ
う
」を
コ
ン
セ
プ

ト
に
高
校
生
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
報
告

会
で
は
、
飯
野
高
校
生
が
行
っ

た
観
光
列
車
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に

つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。
梅
北

瑞
輝
代
表
は「
未
来
を
つ
く
っ

て
い
く
若
い
世
代
を
育
て
て
い

く
た
め
に
こ
れ
か
ら
も
活
動
を

続
け
て
い
き
ま
す
」と
話
し
て

い
ま
し
た
。

観光列車イベントについて報告する飯野高校生

矢岳高原活性化委員会の活動を報告する本坊委員長

�市農林整備課 畑かん推進室　☎35-3725（課直通）

農 林 国営西諸土地改良事業が完工

　

水
利
用
に
よ
る
農
業
の
生
産

性
の
向
上
と
農
業
経
営
の
安
定

化
を
図
る
た
め
、
平
成
8
年
度

か
ら
着
工
さ
れ
た
国
営
西
諸
土

地
改
良
事
業
が
令
和
元
年
度
で

完
工
と
な
り
ま
す
。
こ
の
事
業

で
は
、
農
業
用
水
を
確
保
す
る

た
め
の
ダ
ム
の
建
設
や
ダ
ム
か

ら
西
諸
地
域
の
畑
地
に
導
水
す

る
た
め
の
用
水
路
等
の
整
備
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
24
年
間

の
総
事
業
費
は
、
約
６
９
５
億

円
で
す
。
浜
ノ
瀬
ダ
ム
を
は
じ

め
、
25
カ
所
の
フ
ァ
ー
ム
ポ
ン

ド
や
9
カ
所
の
揚
水
機
場
な
ど

が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

浜
ノ
瀬
ダ
ム
か
ら
の
水
は
、

平
成
29
年
4
月
か
ら
西
諸
地
域

の
畑
地
に
供
給
が
開
始
さ
れ
、

現
在
、
市
内
で
は
、
千
歳
・
環

野
地
区
、
尾
八
重
野
地
区
、
畝

倉
地
区
（
飯
野
麓
）
で
水
が
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
市

で
は
、
国
営
関
連
（
県
営
）
事

業
の
推
進
を
図
り
、
市
内
全
12

地
区
で
の
利
用
を
目
指
し
ま

す
。

【
完
工
式
式
典
】

　

10
月
29
日
、
小
林
市
文
化
会

館
で
、
国
営
西
諸
農
業
水
利
事

業
完
工
式
式
典
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
式
典
に
は
、
農
業
関
係
者

や
国
営
事
業
関
係
者
な
ど
約

２
１
０
人
が
参
加
。
24
年
間
に

わ
た
る
工
事
の
完
了
を
祝
い
ま

し
た
。

尾八重野ファームポンド

浜ノ瀬ダム

　
「
優
勝
で
き
た
の
は
自
転
車
競
技
部
顧
問

の
大
庭
先
生
や
2
人
の
ト
レ
ー
ナ
ー
の
お
か

げ
で
す
」
と
話
す
の
は
宮
崎
県
立
都
城
工
業

高
等
学
校
2
年
生
の
高
佐
龍
太
郎
さ
ん
で

す
。

　

高
佐
さ
ん
は
、
11
月
2
日
か
ら
4
日
に
、

福
岡
県
久
留
米
市
、
熊
本
県
山
鹿
市
で
行
わ

れ
た
全
九
州
高
等
学
校
自
転
車
競
技
新
人
大

会
の
ス
ク
ラ
ッ
チ
で
優
勝
し
ま
し
た
。
ス
ク

ラ
ッ
チ
は
予
選
6
㎞
、決
勝
8
㎞
で
行
わ
れ
、

ゴ
ー
ル
着
順
で
順
位
が
決
定
さ
れ
る
自
転
車

レ
ー
ス
で
す
。

　

高
佐
さ
ん
は
小
学
4
年
生
の
頃
、
マ
ウ
ン

テ
ン
バ
イ
ク
に
興
味
が
あ
っ
た
と
話
し
ま

す
。「
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
を
見
て
、
こ
ん

な
山
道
を
走
る
の
が
す
ご
い
と
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
ど
う
い
う
感
じ
な
の
か
な
と
思
っ

て
始
め
ま
し
た
。
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
に
本
格
的

に
取
り
組
ん
だ
の
は
中
学
3
年
の
時
で
す
。

1
人
で
走
る
練
習
を
し
て
い
ま
し
た
」

　

高
校
で
環
境
が
変
わ
り
ま
し
た
。「
大
庭

先
生
は
練
習
の
時
に
バ
イ
ク
引
き
と
い
っ
て

並
走
し
て
指
示
し
て
く
れ
ま
す
し
、
ト
レ
ー

ナ
ー
に
は
体
力
的
な
こ
と
や
精
神
的
な
こ
と

を
支
え
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り

が
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
両
親
に

も
感
謝
し
て
い
ま
す
」

　

来
年
の
高
校
総
体
と
国
体
の
ど
ち
ら
も
優

勝
を
目
指
し
て
い
る
高
佐
さ
ん
。「
し
っ
か

り
と
練
習
を
し
て
、結
果
を
出
し
た
い
で
す
。

そ
れ
が
支
え
て
く
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ
の
感

謝
の
し
る
し
で
す
」
と
爽
や
か
な
笑
顔
で
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

高
佐
龍
太
郎
さ
ん

Profile

こうさりゅうたろう／前
松原／ 16 歳／趣味：自
転車レース

高校総体・国体
２冠を目指す
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笑顔で話す利用者とスタッフ

小玉優人さん

本社
所在地

え び の 市 大 字 大 河 平
4327 番地 37

事業所

丹医院・介護老人保健
施設さくら苑・在宅支
援複合施設さくら苑新
館・ケアハウスさくら
の杜・さくら苑京町デ
イサービス・東部在宅
介護支援センター

開設 平成 8 年
従業員 150 人

電話番号 33-2127

　

市
で
は
、
市
内
の
事
業
所
情
報
を
市
民
に
提
供
し
地
元
企
業
の
認
知
度
を
高
め
、
市
内
事
業
所
へ
の
就

業
先
選
択
の
拡
大
を
図
る
た
め
に
、
平
成
28
年
度
か
ら
掲
載
を
希
望
す
る
事
業
所
の
募
集
を
行
い
、
広
報

え
び
の
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
5
社
程
度
の
紹
介
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
市
観
光
商

工
課
商
工
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
☎
３
５
‐
3
7
2
8

【事業所概要】

会社概要

　高校生の時、さくら苑で実習を行った
ことをきっかけに今年入社しました。現
在は、さくら苑で介護を担当しています。
利用者さんと接する中で、笑顔で「あり
がとう」と言われるとうれしいです。こ
れからも、利用者さんに笑顔で生活して
もらうためには自分たちがどう動けばい
いか考えながら頑張ります。

働く人の声

医療法人社団　公佑会

専門職スタッフがリハビリを行います

　医療法人社団公佑会は、6つの事業所で介
護サービスを行っています。
　公佑会では、利用者のQOL（生活の質）の
向上を目指し、「介護＝リハビリテーション」
という考えのもと、職員だけでなく、利用者・
家族と共にチームになり、身の回りのことが
少しでも自分でできるようになること、住み
慣れた家での生活に戻れること、いきいきと
した自分らしい生活を送れることを目的に支
援を行っています。
　利用者一人一人が抱えるさまざまな課題に
対して、医療や看護、リハビリ、介護など多
方面からアプローチし、安心感を与え、良質
なケアサービスを提供できるように努めてい
ます。
　また、地域高齢者の介護予防や在宅介護の
負担軽減を目指し、年5回の地域住民に向け
ての介護教室や、希望があった場合は出張介
護教室も行っています。

　5月に開級式をし、真幸中学校
の家庭教育学級がスタートしま
した。
　9月に実施した産業文化祭の
作品作りでは、親子での参加も
多数あり、和気あいあいと楽し
い中で作ることができました。
　10月のえびの市家庭教育講演
会では、「落語」を聴くことができ、
大変楽しい時間を過ごすことが
できました。
　これからの活動では、中国出
身の王先生にお願いして、親子
餃子作りを企画しています。親子
で多くの参加ができるようにし

ていきたいと思います。
　中学生は、心も体も少しずつ
大人に近づいていく年頃です。
大なり小なり反抗期や思春期を
迎え、試行錯誤している家族も
少なくないと思います。その中
で、少しでも子と親で同じ空間
を共有し、親育て・子育ての話を
聞くなどの家庭教育学級を通じ
て、良い親子関係を築いてもら
えたらと思います。
　なかなかお父さんたちの参加
が少ないですが、あと数回の活
動で、ぜひ、参加してもらえれば
と思います。

家 学庭 教 育 級 信通

真幸中学校家庭教育学級長

有馬　秀美さん

産業文化祭作品作りの様子

（短歌）竹下妙子さん☎ 37 ｰ 3056　（俳句）松山良文さん☎33 ｰ 4904　（詩）ポエム同好会（田中虎夫さん）☎ 33 ｰ 2959まで

心の一首一句 あなたもつくってみませんか。

秋
の
空
高
く
澄
み
い
て
小
鳥
ら
は

羽
根
広
げ
つ
つ
電
線
に
憩
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
ハ
ヤ
子

　
朝
寒
夜
寒
の
季
と
な
り
、
生
き
い
る
も
の
は
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
の
太
陽
の
柔
ら
か

な
光
に
包
ま
れ
て
ゆ
く
。小
鳥
た
ち
も
羽
根
を
広
げ
太
陽
の
日
差
し
を
受
け
冬
へ
の
準

備
を
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。作
者
の
児
童
・
小
さ
な
生
き
も
の
へ
の
愛
情
が
溢
れ
た

詠
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
評
：
竹
下
妙
子
）�

短
歌二

親
は
昭
和
一
桁
零
余
子
飯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
山
夢
真

　
古
き
良
き
昭
和
を
思
い
出
す
一
品
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
自
註
）

俳
句詩充

実
し
た
日
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
元
定
子

秋
晴
れ
の
日　

家
で
じ
っ
と
し
て
い
る
気
分
で
は
な
い

こ
ん
な
日
は
仲
間
と
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

雨
の
日
は
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

週
二
回
の
ヨ
ガ
等
・
・

体
を
動
か
し
す
ぎ
て
も
後
で
き
つ
い

何
も
し
な
い
で
も
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
る

自
分
の
で
き
る
体
の
動
か
し
方

一
日
の
疲
れ
に
風
呂
に
入
り

生
ビ
ー
ル
を
飲
む
と
き
の
じ
わ
っ
と

五
臓
六
腑
に
し
み
わ
た
る

一
日
気
分
よ
く
充
実
し
た
日
が

過
ご
せ
れ
ば
そ
れ
で
い
い

宇宙の終わりって
どうなるの？
佐藤勝彦／監修

（誠文堂新光社）

おすすめの一冊

えびの市民図書館
☎35-0242  http://ebino-city-lib.jp/

■開館時間■　火曜日～土曜日／午前9時～午後7時　
　　　　　　　日曜日・祝日／午前9時～午後5時 
■休 館 日■　毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）

今いる仲間でうまくいく
チームの話
長尾彰／著

（学研プラス）

◎お知らせ

12 月 時間
岡元小学校→市立病院→
さくら苑 4 日（水）、18 日（水）13：15 ～ 15：15

プラッセだいわ→真幸地
区体育館→老人福祉セン
ター

5 日（木）、19 日（木）14：05 ～ 16：30

飯野地区コミュニティセ
ンター→大平職員宿舎 6 日（金）、20 日（金）14：05 ～ 15：15

飯野駅前地区体育館→飯
野出張所 11 日（水） 14：05 ～ 15：15

麓橋団地→大平職員宿舎
→自衛隊官舎 13 日（金） 14：50 ～ 16：30

◎ブックランド号

■「相続」を「争続」にしないための無料相談セミナー

●日時＝12月7日（土）午後1時～午後2時30分（セミナー）、
午後3時～午後5時（個別相談会）
●場所＝市文化センター　大研修室
●講師＝井澤成聡氏（相続診断士）
●申込方法＝図書館カウンター、または電話で受け付けて
います。
■土曜シネマ
●日時＝12月14日（土）午後1時30分～午後2時30分
●場所＝学習室
●内容＝「チップとデール」（子ども向け）

■冬のおたのしみおはなし会
●日時＝12月21日（土）午前10時30分～午前11時30分
●場所＝学習室
■ヒカリテラスコラボ上映会
●日時＝12月21日（土）午後4時～午後5時
●場所＝学習室
●内容＝「おしりたんてい2」（子ども向け）

■ミニ門松づくり
●日時＝12月27日（金）午前11時～正午
●場所＝学習室
●定員＝15組 ※定員になり次第締め切ります。
●参加費＝無料
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幼
児
期
の
子
ど
も
は
、
活
動
量
が
多

く
、
体
の
成
長
も
著
し
い
た
め
、
体
が

小
さ
い
割
に
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
消
化
機
能

の
働
き
も
十
分
で
な
い
た
め
、
大
人
の

よ
う
に
一
度
に
た
く
さ
ん
の
量
を
食
べ

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。成
長
に
必
要

な
栄
養
を
補
う
た
め
に
は
、
食
事
と
食

事
の
間
に
食
べ
る
「
お
や
つ
（
間
食
）」

が
必
要
で
す
。

■
お
や
つ
の
あ
げ
か
た
の
ポ
イ
ン
ト

○
時
間
を
決
め
て

製
品
（
牛
乳
・
ヨ
ー
グ
ル
ト
・
チ
ー
ズ
）

な
ど
が
お
す
す
め
で
す
。

　

水
分
補
給
の
際
は
、
水
・
お
茶
類
な

ど
、
糖
分
の
な
い
飲
み
物
を
中
心
に
あ

げ
ま
し
ょ
う
。子
ど
も
用
の
ジ
ュ
ー
ス

類
に
も
糖
分
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。ま

た
、
量
を
た
く
さ
ん
飲
ん
で
し
ま
う
と
、

糖
分
の
取
り
過
ぎ
に
な
り
ま
す
。幼
児

期
は
、
糖
分
の
消
化
酵
素
も
少
な
い
の

で
、
す
い
臓
の
負
担
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

　
　

文
：
市
健
康
保
険
課 

後
藤
栄
養
士

いきいき! 健康
H e a l t h y  L i f e

幼
児
期
の
「
お
や
つ
」
は
食
事
の
一
部
で
す

　

食
事
ま
で
は
2
時
間
以
上
あ
け
、
食

事
の
前
は
空
腹
に
な
る
よ
う
に
調
整
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ダ
ラ
ダ
ラ
食
い
は

む
し
歯
の
原
因
と
な
る
た
め
、
好
ま
し

く
あ
り
ま
せ
ん
。

○
袋
ご
と
で
は
な
く
お
皿
に
取
り
分
け

て
　

量
を
決
め
る
こ
と
で
食
べ
す
ぎ
を
防

ぎ
ま
す
。

○
3
度
の
食
事
で
は
と
り
き
れ
な
い
食

品
を

　

お
に
ぎ
り
、
ふ
か
し
芋
、
果
物
、
乳

購
入
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
ま

す
（
法
律
で
定
め
ら
れ
た
書
面
を
受
け

取
っ
た
日
を
含
め
て
8
日
間
）。
こ
の

期
間
内
は
、
購
入
業
者
に
物
品
を
引
き

渡
さ
な
い
こ
と
も
で
き
る
た
め
、
物
品

を
渡
さ
な
い
こ
と
が
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ

一
つ
の
方
法
と
な
り
ま
す
。

　

困
っ
た
と
き
は
、
消
費
生
活
の
相
談

窓
口
等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
1
8
8
（
局
番
な
し
）

市
消
費
者
相
談
窓
口
（
火
曜
日
の
み
）

☎
35
‐
3
7
3
1

　
　
　

文
：
市
民
環
境
課 

生
活
環
境
係

訪
問
買
取
業
者
と
の
契
約
は
慎
重
に
！

　

最
近
、
次
の
よ
う
な
内
容
の
相
談
が

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
突
然
自
宅
に
、　
「
こ
の
辺
り
を
回
っ

て
不
用
品
の
買
い
取
り
を
し
て
い
る
」

と
購
入
業
者
が
訪
問
し
、
貴
金
属
を
売

り
渡
す
よ
う
迫
ら
れ
た
。断
っ
て
も
し

つ
こ
く
勧
誘
さ
れ
て
怖
く
な
っ
て
し
ま

い
仕
方
な
く
売
っ
て
し
ま
っ
た
。後
日
、

売
り
た
く
な
か
っ
た
と
思
い
連
絡
を
し

た
が
、
連
絡
が
と
れ
な
い
。

　

訪
問
購
入
を
し
よ
う
と
す
る
購
入
業

者
は
、
突
然
訪
問
し
て
勧
誘
す
る
こ
と

が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な

禁
止
行
為
を
す
る
購
入
業
者
は
、
家
に

入
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
購
入
業
者
が
前
も
っ
て
電
話

等
で
連
絡
し
て
き
た
場
合
で
も
、
消
費

者
が
事
前
に
承
諾
し
た
買
い
取
り
対
象

以
外
の
物
品
に
つ
い
て
売
却
を
求
め
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。「
貴
金
属
は
な

い
か
」
な
ど
と
、
当
初
と
は
違
う
物
品

の
売
却
を
突
然
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、

き
っ
ぱ
り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

　

売
却
し
て
し
ま
っ
た
場
合
で
も
訪
問

くらしのメモ
N o t e  o f  L i v i n g110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33 ‒0110

えびの消防署 ☎ 33 ‒6119

7月の交通事故発生状況
人 身 6件 本年累計 65件
物 件 25件� 本年累計 195件

11 月は「児童虐待防止推進」
「子供・若者育成支援強調」月間

インフルエンザ予防の徹底を

インフルエンザの流行シーズンを迎えています。
感染すると、発熱や頭痛、関節痛、筋肉痛など

の全身症状が突然現れます。感染しないための行動
をとることが重要です。予防としては、「飛沫感染・
接触感染を防ぐ」、「予防接種を受ける」、「免疫力を
高める」この 3 つの方法があります。その中でも重
要なのは、早めの予防接種です。予防接種を受ける
ことで、発症する可能性を減らすことができ、発症
しても重症化を防ぎます。効果が現れるまで 2 週間
ほどかかるため、早めの予防接種を心掛けましょう。
　また、基本である手洗い・うがいをしっかり行い、
十分な睡眠とバランスの良い食事を心掛けて免疫力
を高め、インフルエンザ予防を徹底しましょう。

10月の活動状況
［えびの消防署管内］

火 災 0件 年 計 8件
救 急 59件� 年 計 713件

110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33 ‒0110

えびの消防署 ☎ 33 ‒6119

10月の交通事故発生状況
人 身 2件 本年累計 24件
物 件 26件 本年累計 267件

　

高
齢
者
の
人
権
侵
害
の
一
つ
に
高
齢

者
虐
待
が
あ
り
ま
す
。
虐
待
は
、
身
体

的
な
暴
力
だ
け
で
な
く
、
怒
鳴
る
・
無

視
す
る
な
ど
の
心
理
的
虐
待
、
食
事
や

水
分
を
与
え
な
い
な
ど
の
介
護
放
棄
、

年
金
を
無
断
で
使
用
す
る
な
ど
の
経
済

的
虐
待
、
性
的
虐
待
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

虐
待
を
し
て
し
ま
っ
て
い
る
当
事
者

の
中
に
は
、
介
護
を
す
る
中
で
、
責
任

感
の
強
さ
や
誰
に
も
相
談
で
き
な
い
状

況
か
ら
心
身
と
も
に
疲
れ
果
て
、
気
が

付
か
な
い
ま
ま
虐
待
を
し
て
い
る
人
も

い
ま
す
。高
齢
者
虐
待
を
な
く
す
た
め

に
は
、
介
護
者
自
身
の
負
担
軽
減
を
図

る
こ
と
も
大
切
で
す
。
介
護
は
、
無
理

を
せ
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
や
制

度
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。近
所
と
の
つ

き
あ
い
が
な
く
孤
立
し
て
い
る
高
齢
者

世
帯
な
ど
へ
の
、
周
囲
の
声
か
け
や
見

守
り
が
、
虐
待
の
早
期
発
見
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

つ
ら
い
思
い
を
抱
え
て
い
る
高
齢
者

や
家
族
を
発
見
し
た
時
は
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
や
最
寄
り
の
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
35
‐
1
1
1
2

南
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
（
ほ
う

よ
う
内
）
☎
25
‐
3
3
1
1

東
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
（
さ
く

ら
苑
内
）
☎
33
‐
2
3
7
7

中
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
（
え
び

の
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

☎
35
‐
2
8
0
0

西
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
（
え
び

の
涼
風
園
内
）
☎
37
‐
3
0
8
5

　
　
　

文
：
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

高
齢
者
の
虐
待
防
止・早
期
発
見
の
た
め
に

全 国 で 児 童 虐 待 に よ り 尊 い 命 が 奪 わ れ る 事
件 や 、子 ど も が 犠 牲 に な る 痛 ま し い 事 件 ・

事 故 が 毎 日 の よ う に 発 生 し て い ま す 。
　 こ れ ら の 事 件 ・事 故 の 未 然 防 止 に は 、地 域 全
体 で 子 ど も や 若 者 を「 支 え て 見 守 る 」こ と が 大
切 で す 。
　 異 変 に 気 付 い た り 、お か し い な と 感 じ た と き
に は 、迷 う こ と な く 警 察 ・児 童 相 談 所 ・市 役 所
の 子 育 て 支 援 担 当 な ど の 機 関 に 連 絡 し て く だ さ
い 。
　 あ な た の 勇 気 が 子 ど も の 尊 い 命 を 救 い ま す ！

A r e a  c o m p r e h e n s i v e  s u p p o r t

あんしんねっと
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第36回宮崎矯正展

　宮崎刑務所では、「第36回宮崎矯正展」を開催します。
これは、「地域とともに～誰一人取り残すことのない共
生社会」をテーマに、刑務所・少年院および少年鑑別所等
の矯正施設における改善指導や就労支援の取り組みなど
を一般社会の皆さんに広く紹介するとともに、施設見学
や刑務所作業製品の展示・即売を通して、受刑者等の円
滑な社会復帰支援に対する理解を深めてもらうことを目
的として開催するものです。

【開催日時】12月14日（土）午前9時30分～午後4時
12月15日（日）午前9時30分～午後3時

【場所】宮崎刑務所（宮崎市糸原4623番地）
【内容】・施設見学
・刑事施設の働きや受刑者指導等状況の紹介
・職員の制服、ミニチュア模擬居室等の展示
・性格検査
・刑務所作業製品の展示、即売
・軽食等の販売、バザー等

【駐車場】①宮崎刑務所敷地内
②生目の杜運動公園駐車場（東側臨時駐車場A ）
※当日、運動公園駐車場の一部を借りています。この場
合、無料バスで送迎を行いますので、なるべく、同駐車
場の利用をお願いします。
問宮崎刑務所 企画部門（担当：木下、小久保）
☎0985-41-0662

ホストファミリー募集
「第39回からいも交流・春」
　NPO法人からいも交流では、「第39回からいも交流・
春」で日本の大学にいる外国留学生を受け入れるホスト
ファミリーを募集しています。これは、日本在住の留学
生を全国から南九州に招いて行う2週間のホームステイ
事業です。

【受入期間】令和2年3月8日（日）～ 22日（日）
【申込期限】令和2年1月31日（金）

　詳しくは、NPO法人からいも交流事務局にお問い合わ
せください。

申・問NPO法人 からいも交流 事務局（担当：斉藤）
☎0995-64-7751

令和2年度保育所等の利用希望者は
申し込みをお願いします

　市では、令和2年4月以降の保育所等の入所について、
次のとおり利用の申し込みを受け付けます。
■保育所・認定こども園（保育認定）

【受付期間】12月2日（月）～ 27日（金）
【受付場所】市福祉事務所 子育て支援係
【受付時間】午前8時30分～午後5時15分（下表の日時を

除く）
　現在、保育所等を利用している児童（在園児）につい
ても、令和2年4月以降の利用を希望する場合、新たに申
し込む必要があります。在園児を対象に下表の日程で各
園でも受け付けを実施します。

受付日 受付場所 受付時間
12 月 9 日（月） 真幸認定こども園

午後 3 時～
午後 6 時

12 月 11 日（水） 加久藤乳児保育園
12 月 12 日（木） なかよし認定こども園
12 月 13 日（金） 認定こども園ふじ幼稚園

12 月 16 日（月） 第二和光幼稚園 午後 2 時 30 分～
午後 6 時

12 月 17 日（火） 上江保育園

午後 3 時～
午後 6 時

12 月 18 日（水） 加久藤保育園
12 月 19 日（木） 和光保育園
12 月 20 日（金） 京町こども園
12 月 23 日（月） 飯野保育園

　保育所等を利用するためには一定の要件があります。ま
た、申込書には、保育を必要とする事由を証明する書類の
添付が必要です。「令和2年度特定教育・保育施設の利用案
内」で確認してください。
　利用案内を含む申込書一式は、市福祉事務所、飯野・真
幸出張所、市内各保育所等で配布しています。

【提出する申請書等】①支給認定申請書兼保育所等利用申
込書（2号・3号認定用）
②保育を必要とする事由を証明する書類（就労証明書、母
子手帳の写し、医師の診断書など）※詳細は①の用紙に記
載していますので、必要な書類を添付してください。
※マイナンバーカードとパソコンやスマートフォンでカード

を読み取る機能（ ICカードリーダライタなど）を持っている
人は、マイナポータルから申請することができます。詳しく
は、内閣府ホームページの「マイナポータルとは」（ https://
www.cao.go.jp/bangouseido/myna/index.html）をご確
認ください。
　入所および保育料の決定は、令和2年3月ごろに行う予
定です。なお、各保育所等への申し込み状況等によっては、
希望する保育所等への入所（兄弟姉妹同時利用を含む）が
できない場合があります。
■幼稚園・認定こども園（教育標準時間認定）

 各園が定める日時により、各園へ直接申し込む必要があ
ります。詳しくは、利用を希望する幼稚園等へお問い合わ
せください。

【提出する申請書等】①支給認定申請書（1号認定用）
②入園申込書（各園によって異なります）
③その他必要となる書類（各園によって異なります）
申・問  市福祉事務所 子育て支援係
☎35-3738（直通）

特定子ども・子育て支援施設の利用
希望者は申し込みをお願いします

　市では、令和2年4月以降の特定子ども・子育て支援施
設（預かり保育、一時預かり、ファミサポ等）を無償化の
対象として利用する際の申し込みを受け付けます。
　現在、特定子ども・子育て支援施設を利用している児
童（在園児）についても、令和2年4月以降の利用を希望
する場合、新たに申し込む必要があります。
※市役所や各園での受け付けの日時・場所等については、
左欄の保育所・認定こども園の申込受付と同様です。
　特定子ども・子育て支援施設を無償化の対象として利
用するためには一定の要件があります。また、申込書に
は、保育を必要とする事由を証明する書類の添付が必要
です。「令和2年度特定教育・保育施設および特定子ども・
子育て支援施設の利用案内」で確認してください。
　上記利用案内を含む申込書一式は、市福祉事務所、飯
野・真幸出張所、市内各保育所等で配布しています。

【提出する申請書等】①子育てのための施設等利用給付
認定・変更申請書
②保育を必要とする事由を証明する書類（就労証明書、

母子手帳の写し、医師の診断書など）※詳細は①の用紙
に記載していますので、必要な書類を添付してください。
③保育所等利用申し込み等の不実施に係る理由書（預か
り保育の利用を希望する人は不要）
　無償化の対象としての利用決定は、令和2年3月ごろに
行う予定です。なお、申し込み状況等によっては、希望
する施設の利用（兄弟姉妹同時利用を含む）ができない
場合があります。
問市福祉事務所 子育て支援係
☎35-3738（直通）

国税に関する一般的なご相談は「熊
本国税局電話相談センター」へ

　国税に関する一般的なご相談（制度や法令等の解釈・
適用についての相談や手続き案内など）については、「熊
本国税局電話相談センター」で受け付けています。最寄
りの税務署に電話し、音声ガイダンスに従って「 1」番を
選択した後、用件をお話しください。
　また、次の期間で、所得税・消費税・贈与税の確定申告
に関する電話相談に対応するため、「確定申告電話相談
センター」を開設します。最寄りの税務署に電話し、音
声ガイダンスに従って「 0」番を選択した後、用件をお話
しください。

【開設期間】令和2年1月16日（木）～ 3月16日（月）
問小林税務署 ※自動音声案内
☎23-3126

税務関係書類にはマイナンバー（個
人番号）の記載が必要です

　税務署に提出する税務関係書類については、マイナン
バー（個人番号）の記載が必要です。また、本人確認書
類の提示または写しの添付が必要なものがあります。
　詳しくは、国税庁ホームページ（ https://www.nta.
go.jp/ ）のトップページにある「社会保障・税番号制度＜
マイナンバー＞」をご確認ください。
問小林税務署 ※自動音声案内
☎23-3126
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【応募方法】①スタンプラリー冊子の最終ページについ
ている応募はがきに三州同盟会議構成4市町および仙厳
園（全22カ所）に設置されているスタンプを押印してく
ださい。
②必要事項を明記し、切手を貼って応募してください。
③抽選で各市町の特産品や薩摩切子のキーホルダー等の
景品が当たります。※スタンプの数によって応募できる
商品が異なります。

【応募期限】12月31日（火）※当日までの消印有効
問市観光商工課 観光係
☎35-1114（直通）

「マンガでたどる　戦国武将　島津
義弘」を発行しています

　三州同盟会議（日置市・えびの市・湧水町・姶良市）で
は、「マンガでたどる　戦国武将　島津義弘」を発行して
います。これは、義弘公の生涯を近年の研究を交えつつ、
分かりやすく漫画でまとめた島津義弘公没後400年記念
冊子です。逸話集やゆかりの文化、史跡ガイドも収録し
ています。漫画は無料で配布しています。ぜひ、ご覧くだ
さい。

【構成団体】
［企画］島津義弘公没後四百年記念事業実行委員会
［編集］しまづくめ
［作画］しま たけひと
［発行］三州同盟会議（日置市・えびの市・湧水町・姶良市）
【配布場所】
・市役所本庁　市観光商工課前
・足湯の駅えびの高原
・市歴史民俗資料館
問市観光商工課 観光係
☎35-1114（直通）

廃プラスチックの適正処分をお願い
します

　市およびJAえびの市では、農業で使用した後の廃プラ
スチックを指定された日に集積しています。集積する廃

プラスチックは再利用されるため、種類や状態によって
は回収できないものがありますので持ち込みの際にはご
注意ください。

【場所】最終処分場（大字坂元662）
【回収日】毎月第三火曜日
［塩化ビニル］4月・6月・8月・12月・2月
［ポリフィルム］5月・7月・9月・10月・11月・1月・3月
【持ち込み方法】
・つづら折りにするなど運びやすい形にまとめ、捨てるビ
ニールの一部をひも状にして縛る（ビニールひも等で縛ら
ない）。
・土や水分は、可能な限り落として持ち込むこと。残さ等が
付着し取り除けない場合は再利用できないため、近くの産
業廃棄物処理施設へ持ち込むこと。

【回収できるもの】
［塩化ビニル］「農ビ」と表示のあるもの、ハウスビニール（被

覆資材）など
［ポリフィルム］「農PO」、「農ポリ」と表示のあるもの、ハウ

スビニール（被覆資材）、シルバーポリ（薄手のもの）、マル
チフィルム、飼料ラップ、谷シート、散水チューブ、苗ポット、
肥料袋など

【回収できないもの】残さ等汚れの激しいもの、日に焼け
たなど劣化の激しいもの、ブルーシート、寒冷紗、プラの
内PP（ポリプロピレン）系のもの、厚みのあるビニール資材、
糸入りビニール資材、飼料ラップのベールネット・ひも、不
織布シート

【注意事項】・家庭園芸向けの肥料袋には、プラの内PP（ポ
リプロピレン系）のものがあります。PPは回収できません。
回収できないものについては、近くの産業廃棄物処理施設
に持ち込んでください。
・持ち込みの際、ビニールの種類や状態を確認します。回収
できない場合は、持ち帰ってもらいます。
問市畜産農政課 農産園芸係
☎35-1650（直通）
問JAえびの市 農産園芸課
☎33-5756

「紙芝居の夕べ」にご参加ください

　世界に日本の紙芝居文化を広める「世界のKAMISHIBAI
の日」にちなんで、市国際交流センターでは、「紙芝居の
夕べ」を開催します。

【開催日】12月7日（土）
【時間】午後5時～午後6時
【場所】市国際交流センター
【内容】市民ボランティアが紙芝居4作品と手遊びなどを

披露します。
【申込方法】市国際交流センターまで電話でお申し込み

ください。
問市国際交流センター
☎35-3211

JR吉都線利用促進のため運賃を助
成する事業を実施しています

　JR吉都線利用促進協議会では、JR吉都線沿線自治体内
の小中学校等の児童・生徒等が、JR吉都線への愛着を深
めることを目的に、社会見学（遠足等）、文化・スポーツ
交流等でJR吉都線を利用した場合に、そのJR吉都線区間
内の運賃を助成します。
※利用前に必ず申請が必要です。

【対象団体】JR吉都線沿線自治体内の小学校、中学校、保
育園、幼稚園、子ども会、町内会、スポーツ少年団、部活動、
PTA等で子どもが8人以上（その他、小中学校が8人に満
たない小規模校など例外があります。）
※原則として、活動には保護者が同伴するものとします。

【利用可能区間】JR吉都線の区間（吉松駅～都城駅）
※吉都線以外の区間を含んでいる場合は、吉都線の区間
のみの乗車運賃が助成されます。

【助成額】JR吉都線の区間（吉松駅～都城駅）の乗車運賃
とし、1団体1回につき上限10万円。児童・生徒の人数に
応じて、随行者の乗車運賃も全額助成します（例：児童生
徒1 ～ 9人で随行者1人分、児童生徒10 ～ 19人で随行者
2人分など）。
※予算額に達し次第終了します。
※往復での利用も対象で、複数回の利用も可能です。

【申請方法】助成申請書に必要事項を記入し、市企画課政
策係に直接、または郵送で提出してください。審査のう
え、市企画課政策係から助成承認書が郵送で届いたのち、
実績報告書兼請求書に必要事項を記入し、関係書類を添
付して市企画課政策係に直接、または郵送で提出してく
ださい。
※助成申請書および実績報告書兼請求書は、市ホーム
ページ（ https://www.city.ebino.lg.jp/ ）でダウンロード
するか、市企画課政策係で取得してください。
申・問市企画課 政策係
☎35-3712（直通）

三州同盟会議スタンプラリーを実施
しています

　三州同盟会議（日置市・えびの市・湧水町・姶良市）では、
戦国武将島津義弘公ゆかりの地を巡るスタンプラリーを
実施しています。ぜひ、義弘公ゆかりの地を巡り、景品
をゲットしてください。

【三州同盟会議とは】
　島津義弘公にゆかりのある自治体の日置市・えびの市・
湧水町・姶良市が、それぞれの行政区域を越えて連携し、
地域活性化を図ることを目的に設立されました。島津義
弘公没後400年を迎えるにあたり、戦国時代に活躍し江
戸時代での島津家・薩摩藩の礎を築いた島津義弘公の業
績を顕彰するため活動しています。

【実施期間】12月31日（火）まで
【ラリーポイント】各市町5カ所および仙厳園2カ所の合

計22カ所
［えびの市エリア］

①えびの市役所飯野出張所（ロビー・待合室）
②えびの市歴史民俗資料館（歴史民俗資料館受付カウン
ター）
③道の駅えびの（観光案内所カウンター）
④京町温泉駅観光交流センター（観光案内所）
⑤白鳥温泉下湯（受付カウンター）
※スタンプラリー冊子は各ラリーポイントに設置してあ
ります。
※開館時間および休館日については、各場所で異なりま
す。
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えます。油等を川や水路などに流さないようにしてくだ
さい。
　油等の流出事故が発生した場合や「川に油が浮いてい
る」、「川から異臭がする」、「魚が死んでいる」などの河川
の異常を発見した場合は、すぐに次の機関まで連絡をお
願いします。
問国土交通省 川内川河川事務所 管理課
☎0996-22-3271
問国土交通省 川内川河川事務所 京町出張所
☎37-1151
問宮崎県小林土木事務所
☎23-5167
問市民環境課 生活環境係
☎35-3731（直通）

11月は「児童虐待防止推進月間」で
す

　近年、子どもの虐待についての多くの事件が発生し、
深刻な社会問題となっています。児童虐待は、身体的虐
待、心理的虐待、ネグレクト（育児放棄）、性的虐待に分
けられ、これらが重複して起きていることもあります。
　児童虐待は、経済問題や家庭問題が解決せずに悩む親
からのSOSサインであるともいえます。
　次のような状況が重なるときは、虐待の可能性が高く
なります。

【子どもについて】
・いつも子どもの泣き叫ぶ声や保護者の怒鳴り声がする
・不自然な傷や打撲のあとがある
・衣類や体がいつも汚れている
・落ち着きがなく乱暴である
・表情が乏しい、活気がない
・夜遅くまで一人で遊んでいる

【保護者について】
・地域などと交流が少なく孤立している
・小さい子どもを家においたまま外出している
・子どもの養育に関して拒否的、無関心である
・子どものけがについて不自然な説明をする
　子どもへの虐待は、子どもの体や心まで傷つけます。
児童虐待の防止等に関する法律第6条では、「児童虐待を

受けたと思われる児童を発見した者は、速やかに、これ
を市町村、都道府県の設置する福祉事務所若しくは児童
相談所に通告しなければならない」と規定されています。
もし、「虐待を受けたと思われる子ども」を見つけたら迷
わず、すぐに都城児童相談所や市役所に連絡（通告）し
てください。
　児童虐待は社会全体で解決すべき問題です。あなたの
1本の電話で救われる子どもがいます。連絡をした人の
秘密は厳守します。
問全国共通ダイヤル（地域の児童相談所へつながります）
☎189（いちはやく）
問都城児童相談所
☎0986-22-4294
問えびの市子育て専用ダイヤル
☎35-0732（月曜～金曜、午前9時～午後4時）
問市福祉事務所 子育て支援係
☎35-3738（直通）

「えびのヒカリテラスイルミネーショ
ンin文化の杜」を開催します

　えびのヒカリテラス実行委員会では、「えびのヒカリ
テラスイルミネーションin文化の杜」オープニングイベ
ントを開催します。
　子どもたちの手作りイルミネーションや高校生提案の
イルミネーション、ヒカリの巨大ぬりえアートなど撮影
できて遊べるイルミネーションが文化の杜に輝きます。
ぜひ、ご来場ください。

【開催日】12月8日（日）
【時間】午後4時30分～
【場所】市文化センター前広場
【内容】ミュージックセレモニー、えびのもりだくさんプ

レートのふるまい、点灯式、シールラリーなど
【イルミネーション点灯期間】12月8日（日）～ 25日（水）

午後6時～午後10時
問市社会教育課 社会教育係
☎35-2268（市文化センター内）

プレミアム付商品券購入引換券の申
請は済んでいますか

　市では、住民税非課税者および子育て世帯主向けのプ
レミアム付商品券の販売を始めました。これは、消費税
および地方消費税の引き上げに伴い、消費に与える影響
を緩和し、地域における消費を喚起・下支えするもので
す。
　住民税非課税者向けの商品券の購入には、商品券購入
引換券が必要で、対象者と想定される人には、「商品券購
入引換券申請書」を送付しています。商品券の購入を希
望する人は、早めに申請をお願いします。

【申請期限】11月29日（金）※当日までの消印有効
申・問市福祉事務所 福祉係・子育て支援係
☎35-3738（直通）

「令和元年台風第19号災害義援金」
を受け付けています

　日本赤十字社では、令和元年台風19号で各地に甚大な
被害が発生したことにより被災された人を支援するた
め、義援金を受け付けています。この義援金は、全額が
被災された人に届けられます。皆さんのご支援をお願い
します。

【受付期間】令和2年3月31日（火）まで
■現金持参の場合
　日本赤十字社宮崎県支部えびの地区（えびの市社会福
祉協議会内）の窓口で受け付けます。※寄附金控除のた
め受領証を希望する人は、窓口でお申し出ください。
■銀行から送金する場合

【都市銀行】

銀行名 支店名 口座種類 口座番号

三井住友銀行 すずらん支店 普通 2787555

三菱 UFJ 銀行 やまびこ支店 普通 2105553

みずほ銀行 クヌギ支店 普通 0620464

［口座名義］日本赤十字社
※金融機関によっては、振込手数料がかかります。
※受領証発行を希望する場合は、パートナーシップ推進
部にお問い合わせください。（☎03-3437-7081）

■郵便局から送金する場合
【金融機関名】ゆうちょ銀行
【口座番号】00190-8-515005
【口座名義】日赤令和元年台風第19号災害義援金

※窓口での振り込みの場合、振込手数料は免除されます
（ ATMによる通常払い込みおよびゆうちょダイレクトを

利用の場合は、所定の振込手数料がかかります。）。
■受領証について
　金融機関で振り込んだ際の振込票等の控えは、受領証
の代わりとなり、「免税証明書」として寄附金控除申請の
際に利用できます。詳しくは、日本赤十字社ホームペー
ジ（ http://www.jrc.or.jp/ ）をご確認ください。
問えびの市社会福祉協議会
☎35-2800

宮崎いのちの電話ができました

　自殺対策を主とする「宮崎いのちの電話」の相談活動
が9月10日からスタートしています。名前を名乗る必要
はありませんし、相談内容についての秘密は必ず守られ
ます。安心してご相談ください。

【受付時間】午後9時～翌朝4時
【相談用電話番号】0570-783-556（おこなおう なやみ こ

ころ）
　この電話はナビダイヤルになっています。全国各地か
ら電話相談がかかり、宮崎県の人が相談したくてもつな
がりにくくなることが予想されるため、しばらくの間は、
宮崎県内市外局番および県内の基地局からの携帯の発信
のみ受け付けます。
問特定非営利活動法人 宮崎いのちの電話事務局
☎0985-33-9557

油を川や水路に流さないで

　川内川流域では、燃料タンクの破損や不法投棄などに
よる油等の流出事故が発生しています。河川から農業用
水が取水できなくなるほか、魚などの生物にも影響を与
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週 末や 連休中にえび の高 原に行くと大 勢 の 登山 客な
ど で にぎ わ って いまし た 。天 気 が 良くてき れ い な

紅 葉を 楽しめました 。（ 東 ）

今 年で3回目のゆかたで彩 るえび のの 街。紫やピンク
の 色 浴 衣と稲 穂 のコントラストがとてもき れ いで

した 。参 加 者 も流 行りの「 インスタ映 え 」の 写 真を撮って
いました 。（ 久保 田 ）

人　口 18,107人（前月比-16人）

男性／ 8,564人（ -5人）　女性／ 9,543人（ -11人）

転入／ 44人　転出／ 40人
出生／ 11人　死亡／ 31人

世帯数 8,413世帯（前月比±0世帯）
（令和元年11月1日現在）

E
d
ito

r's

シャトルバスをご利用ください。
　 詳 し く は、航 空 自 衛 隊 新 田 原 基 地 ホ ー ム ペ ー ジ

（ https://www.mod.go.jp/asdf/nyutabaru/ ）を確認する
か、同基地広報班にお問い合わせください。
問航空自衛隊 新田原基地 第5航空団司令部監理部 広報
班
☎0983-35-1121

環境省アクティブ・レンジャー写真展

　九州地方環境事務所では、「2019環境省アクティブ・レ
ンジャー写真展　美しき九州の自然と多様な生き物の世
界」を開催します。
　地元の自然に密着したアクティブ・レンジャーならで
はの視点から撮影した写真を通じて、国立公園等の自然
環境や野生生物の多様性・価値、「知る人ぞ知る」魅力を
発信します。ぜひ、ご来場ください。

【開催期間】12月3日（火）～ 17日（火）
【時間】午前10時～午後6時
【場所】市歴史民俗資料館
【内容】九州内の国立公園の自然風景・動植物の写真約40

点
問えびの管理官事務所（担当：廣澤・池田）
☎33-1108

Uターン希望者にご紹介ください
Uターン住宅改修等定住促進支援金

　市では、市外に居住していた市内出身者がUターンの
ため市内業者を利用して空き家の改修等を行う場合に、

その経費の一部を支援金として交付します。また、中学
生以下の子どもを扶養している場合は、子育て加算金を
交付します。市外在住の親族・友人・知人で市へのUター
ンを考えている人がいる場合は、ぜひ、ご紹介ください。

【 Uターンの定義】進学、就職等で市外に居住していた市
内出身者が、定住の意思を持って再び転入すること

【対象住宅】市内にある空き家でUターン希望者が所有権
等を有し、Uターン後に居住する住宅

【補助対象者】次のいずれにも該当する人
・対象住宅の所有権等を有する人
・申請時点で1年以上他の市区町村の住民基本台帳に記
録されている人

・支援金受領後、引き続き5年以上本市に定住することを
誓約する人

・居住地の自治会に加入する人
・世帯全員に市税等の滞納がない人
・対象住宅の改修に関し、市の他の制度による補助金の
交付を受けたことのない人

【補助対象事業】・台所、風呂およびトイレ等の修繕
・内装、屋根および外壁等の改修
・家財道具等の運搬および廃棄
・屋内の清掃
・その他Uターン者が居住するために必要な住宅の改修
等

【補助金の額】
［住宅改修等支援金］事業費の2分の1に相当する額（上

限50万円）
［子育て加算金］扶養する中学生以下の子ども1人につき

10万円（上限20万円）
申・問市企画課 定住対策係
☎35-3713（直通）

◎ 今月の 表 紙
　 10 月12 日、B E - PA L キ ャン プ ＆
ア ウトド アクッキング 教 室 が 行 わ
れ 、参 加 者 は、家 族 や友 人とアウト
ド アクッキング を 楽 し んで い まし
た 。

指名競争入札参加資格審査申請書
（指名願い）の追加受け付け
　市では、物品等、清掃・警備等の指名願いの追加受け付
けを行います。

【受付期間】12月2日（月）～ 12月25日（水） ※土・日曜、
祝日を除く

【受付時間】午前9時～午前11時30分／午後1時30分～午
後4時30分

【提出先】市財政課 入札・契約係
【提出方法】窓口へ持参または郵送してください。

※郵送の場合は12月25日までの消印有効
【有効期間】令和2年2月1日～令和2年7月31日（6カ月間）

　詳しくは、市ホームページ（ https://www.city.ebino.
lg.jp/)で確認するか、市財政課入札・契約係へお問い合わ
せください。
申・問市財政課 入札・契約係
☎35-3716(課直通)

ご参加ください「料理講座」

　にしもろ定住自立圏形成推進協議会では、料理教室を
開催します。ふるさと西諸の郷土の食材を使った料理教
室です。ぜひ、ご参加ください。

【開催日】令和2年2月26日（水）
【時間】午後7時～午後9時30分
【場所】小林中央公民館
【対象】西諸在住または勤務の人（住んでいるまたは勤め

先のある地域の問い合わせ先にお申し込みください。）
【参加費】無料
【講師】Kokoya de kobayashi　地井潤シェフ

【内容】郷土の食材を使った料理講座
【定員】20人（西諸圏域合わせての定員）
【持ってくるもの】エプロン、マスク、三角巾、飲み物、

筆記用具
【申込期限】令和2年2月7日（金）

※申し込み多数の場合は、抽選を行い、結果は後日通知
します。

【申込受付時間】月曜から金曜の午前9時から午後5時
※土・日、祝日を除く。
申・問市文化センター
☎35-2268
申・問小林中央公民館
☎22-3482
申・問高原町中央公民館
☎42-1484

ご来場ください
「Nyuta Air FES 2019 ～ふれあい～」
　航空自衛隊新田原基地では、「 Nyuta Air FES 2019 ～ふ
れあい～」を開催します。

【開催日】12月15日（日）
【時間】午前8時15分～午後3時
【場所】航空自衛隊新田原基地および同周辺空域
【主要イベント】
・基地所属航空機（戦闘機等）による飛行展示
・ブルーインパルス、米軍機による曲技飛行（予定）
・陸海空自衛隊機、装備品などの地上展示
・各種アトラクション
※天候により変更になることがあります。

【入場料】無料
【航空祭用駐車場】基地外に臨時駐車場を設けますので、

今月の納税

国民健康保険税 第5期
後期高齢者医療保険料 第5期
12月2日（月）までに納めましょう。
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写真：シジュウカラ（撮影：令和元年4月8日）

文法能力を持つ野鳥

シジュウカラ
Parus minor スズメ目 シジュウカラ科
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